
石造五智如来坐像 

 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた せきぞうごちにょらいざぞう

所在地 美咲町両山寺

指定年月日 昭和40年6月16日

解説

奇祭「二上山護法祭」(県指定重要無形民
俗文化財)で知られる両山寺に所在する5
躯の石仏で、いずれも花崗岩製。金剛界
曼荼羅成身会の五仏を丸彫しており、そ
れぞれの大きさは大日如来55cm、阿?[あ
しゅく]如来47cm、宝生如来49cm、阿弥陀
如来47cm、不空成就如来45cmである。蓮
華座はいずれも六弁二段葺で、高さ約
21cm。無銘で、造立に関する記録も残っ
ていないが、様式から見て、室町時代後半
の造像と推定されている。

アクセス方法 JR亀甲駅から車で約20分

公開状況 外観のみ

設備

備考


